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大容量磁気デ ィ スク記憶装置
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内 容 梗 概

電子計算機システムの大容量外部記憶装置として国産化を進めている磁気ディスク記憶装置は,磁性被膜を

塗布した直径絢1mの門板で磁気記憶を行ない,最大記憶容量16億ビットに達するランダムアクセス記憶装

置である｡本文ではその一般什様を述べるとともに機構および特性を検討し,次にHITAC3010,4010システ

ムにおける使用例を紹介する｡

1.緒 口

電子計算機システムの記憶装置は,近年急速に大容量化が進み,

その呼出時間も高速化されている｡現在では経済性の考慮から大容

量外部記憶装置を併設するシステムが広く実用に供されている｡

外部記憶装置としてほ一般に磁気テープ装匿が広く使用されてい

るが,最近では呼出時間を短くするために大容量磁気ドラム装置や

磁気ディスク装置のランダムアクセス記憶装置が使われており,さ

らに磁気カード記憶装置やディスクパックのような記憶媒体を交換

して使用するランダムアクセス記憶装置も発表されている｡特に磁

気ディスク記憶装置ほ記憶媒体を交換する必要がないうえ,呼出時

間が短く,かつ磁気テープ数本分に相当する記憶容量を有するので,

大形電子計算枚システムの外部記憶装置として在庫管理などのOnt

Line業務に広く使われている｡

RD-366形磁気ディスク記憶装置は,(アメリカ)BryantCompu-

terProducts社との技術提携によって国産化を進めてきた装置であ

り,記憶容量16低ビットに達する世界最大級の磁気ディスク記憶装

置である｡本装置はHITAC3010システムとして,すでに6台が納

入されて好評を得ている｡以下に本装置の仕様を述べるとともに,

その機構および特性を検討し,次にHITAC3010,4010システムに

おける使用例を紹介する｡

2.一 般 仕 様

RD-366形磁気ディスク記憶装置は,両面に磁性被膜を均一に塗

布した直径991mm,回転数1,200rpmの磁気ディスクを最大26枚

収容し,最大記憶容量16倍ビット,最大呼出し時間0.25秒以下で

全ファイルにアクセスできる高速大容量記憶装置である｡

策1図には情報を記憶するためのデータディスク13枚,クロック

信号を片面に記録したクロックディスク(他の面は情報記憶に使用

できる)1枚,計14枚の磁気ディスクを収容したRD-366形磁気デ

ィスク記憶装置を示す｡第2図は本装置の機構を示す断面棟構図で

ある｡図に示すように1,200rpmで回転する磁気ディスクは,片面

に6個の磁気ヘッドを有し,これらの磁気ヘッドは油圧位置決め装

置によって同時に128本のトラッグのうちの任意の1本に位置決め

され,そのトラックに記憶された情報を読みとり,任意の情報を記

憶することができる｡

次に各部の仕様,機構,特性について説明する｡

2.1磁気ディスク

磁気ディスクは直径991mIn,厚さ約6mmのマグネシュウム合

金円板の両面を鏡面に仕上げて磁気被膜を均一に塗布焼付して非常

にかたい被膜とし,さらに鏡面に仕上げたものである｡本装置はこ

の磁気ディスクを最大26枚までを収容する｡
*
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第1図 RD-366形磁気ディスク記憶装置

うモf多軸一三】i
50111m

＼

＼

ナ
うキ

ヤー

トラ

トラ

磁気ヘット

丁イ ゾタJし

アクナユエータ

＼
Il】†t†立置決め

/装
置

ワープ一久タ

第2図 断 面 機 構 図

磁気ディスクは磁気ドラムと異なって内側と外側のトラックの長

さが異なるため,1本のトラックの記憶容量すなわちトラック容量

が異なってくる｡弟3図はトラック容量の最大値を示したものであ

る｡同図(A)はRZ(ReturntoZero)記憶方式の際のトラック容量

であって記録密度は1インチ当たり285ビットである｡同国(B)は

位相変調記録方式のトラック容量であり,このときの記録鮮度は1

インチ当たり600ビットである｡このディスク様式を電子計算機シ

ステムに使用する場合に次のような代表的方式がある｡

(1) 6ゾーン方式

弟3図に示した様式をそのまま使用して最大記憶容量を得る場

合に使用する｡すなわち磁気ヘッド1個ごとに128本のトラック

に最大の記録密度で記憶を行なうものであって,磁気ディスク1

枚当たりRZ方式で3,135万ビット,位相変調方式で6,572万ビッ

トの記憶ができるが,ゾーン(1個の磁気ヘッドのカバーする128

本トラックの範囲)ごとにトラック容量および情報の転送速度が
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(B)位相変調方式600BPI
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6ゾーン方式のディスク様式

ゾ【ン

んr

イ=ンアドレ160こハ

記録ビ･･ノ･I

′L■--ンア｢レス96これ

記鎚ピりト

イーシアドレて塊iハ
記鎚ビ･ノト

ゾーンアドレス%の
記喜二長ビりト

イーーン7ドレス24こ7〉

記壬長ビ･ソ+

ノーーン丁卜､レス12グ1

記ぎょビリト

ゾーン丁トーして0グ1記与ノい二

(.1) (B)

第4岡 インターレース方式のディスク様式

異なるので,システム偶成上これらが問題ないときに使用して,

最大の能力を発揮する｡

(2)1ゾーン方式

弟3図に示した様式のうち,ゾーン1,2を使用せず,ゾーン3,

4,5,6のみをゾーン3のトラック容量で統一して使用する方式で

あり,したがって転送速度もすべてのゾーンで同一となって,シ

ステム構成が容易になる｡木方式にてほ,磁気ディスク1枚当た

りRZ方式にて1,887万ビット,位相変調方式で3,972万ビットの

記憶が可能である｡

(3)インタレース方式

ゾーン1～3をゾーン1のトラック容量に統一し,ゾーン4～6

をゾーン4のトラック容量に統一した2ゾーン方式の一種である

が,舞4図(B)に示すようにゾーン4～6では1ビットごとに2種

のゾーンアドレスによる情報を交互に記憶するものである｡本記

録方式はRZ記録方式にのみ適用できるが,外側ゾーンに内側ゾ

ーンの2陪の記憶を行ない,しかもゾーンアドレス当たりの容量

および情報の転送速度を一定に保つことができる｡木方式の磁気

ディスク1枚当たりの記憶容量は2,520万ビットである｡

本装置の磁気ディスクにおけるトラック幅は0.25mmであり,

磁気ディスクの片面には128×6=768本のトラックを有して

いる｡

2･2 磁気ヘ ッド

磁気ディスクに情報を記憶する磁気ヘッドは弟5図iこ示す構造で
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第5図 磁 気 ヘ
ッ ド
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第7図 磁気ヘ ッド の特性

あり,幅0･25mmのフェライト製ポールピースを直径25mmのア

ルミ製ハウジングに取り付けて,その表面を数ミクロンの高さの球

掛こラップ仕上げをしたものである｡この曲率によって磁気ディス

クの匝J転数が規定値に達すると,回転によって生ずる風圧によって

磁気ヘッドは磁気ディスク上約10ミクロンのスペースを保って空

気動力学的に安定に浮動する｡このために磁気ディスクのわずかの

そり,たわみにも安定に追従し,磁気ヘッドの位置決捌こ際しても

磁気ヘッドが磁気ディスクに接触することなく,安定に情報の読み

書きが達成できる｡

磁気ディスクでほ,ゾーンによってトラック容量が異なると同時

に,磁気ヘッドと磁気ディスクの相対速度,磁気ヘッドを浮動させ

る風圧が異なる｡このため,ゾーンごとに読出電圧が異なるが,最

低読出電圧は次のとおりである｡

ゾーン1

ゾーン2

ゾーン3

ゾーン4

ゾーン5

ゾーン6

最低読出電圧

最低読出電圧

最低読出電庁

最低読出電圧

滋低読出電圧

最低読出電圧

8.5mVp-p

13mVp-p

16･5mVp-p

20mVp-p

22･5mVp-p

26mVp-p
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第8図 油圧位置決め装置

第1表 寸 法,重 量 表

上土

トラック選択
完了

トラックアドレス

(7ビット)

ゾ【ンアドレス

(10進3けた)

書込み情報

書込み請出
選択

読出し情報

クロック

セクタ

幅 l奥 行

A 形

B 形

C 形

補助キャビネット

mm

約1,525

1,525

1,780

560

約1,170

1,170

1,170

1,170

高 さ

約1,330

1,330

1,330

1,330

第2表 H-366形滋気ディス

藷
備 考

7牧ディスクの場合

14枚ディスクの場合

26牧ディスクの場合

B,C形のみに適用

ク記憶装置の仕様

項 口 ∵l
キ ジ ュ 【/L 数

データディ スク数

クロックディスク数

記 録 方 式

ディ スク回転数

呼

出

し

時

間

位置決め時間

トラック確認時間

回 転 待 時 間

計

転 送 速 度

H-366-1

1

6

最大120ms

30ms

最大 50ms

最大200ms

H-366-2

2

12

H-366-3

3

18

1 1 1

RZ法 インターレース方式

1,200rpm

と最大140ms

30ms

最大 50ms

最大220ms

最大165ms

30ms

最大 50ms

最大245ms

224kc

記 憶 容 量 22,118,400字

H-366-4

4

24

最大165ms

30ms

最大 50ms

最大245ms

叫236,80吋66,355･200字188･473･60し軍

葬る図には読出信号のオシロ写真を示す｡また第7図には磁気ヘ

ッドの特性を示す｡同図は書込電流をパラメータとし,横軸に1イ

ンチ当たりの記録密度,縦軸に磁気ヘッドの読出電圧をとって示し

たものであり,このときの磁気ディスクー磁気ヘッドの相対速度は

25m/s,書込パルスの幅は0.6〃S,負荷は1,000凸抵抗である｡

2.3 油圧位置決め装置

本装置は弟2図および第8図に示す油圧位置決め装置によって全

磁気ヘッド同時に128本のトラックの任意の1本のトラックに位置

決めすることにより,全ファイルにランダムにアクセスを行なうこ

とになる｡油圧位置決め装置は70kg/cmヱの油圧で,7個の電磁弁

と7個の直列形ピストンによって27=128種の位置決めを行なうデ

ィジタル･アクチュエータとその力を増力するパワー･ブースタと

によって,次に示す規定時間内に全磁気ヘッドの位置決めをする｡

本装置による磁気ヘッドの最終位置決め精度は±5′`以下であ

り,この高精度によって幅0.25mmの細いトラックでも記憶はき

わめて安定に行なわれる｡

位置決め時間は磁気ヘッドの数が多くなれば長くなるが,その最
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第9図 H-366形のブロ ック線図

大時間は磁気ディスクの枚数に応じて次の値以下である｡

データディスク数

1～6

7～13

14′､25

最大位置決め時間

120ms

140ms

165ms

可
動
磁
気
へ

固
定
磁
気
ヘ
ッ
ド

2.4 そのほかの仕様

(1)外形寸法･重量

RD-366形磁気ディスク記憶装置には収容する磁気ディスク枚

数に応じてA,B,C3種の形がある｡A形は磁気ディスク1～7

枚,B形は1､14枚,C形は1･､26枚まで収容する｡また,A形

は油圧源および制御パネルを内蔵しているが,B,C形ではそれ

らを別の補助キャビネットに収納しているので,2キャビネット

となる｡第1表は外形寸法および重量を示す｡

(2)所 要 電 力

本装置は磁気ディスク駆動用としてA,B形では3･7kW,C形

では7.5kWのモータを使用している｡また油圧用として3･7kW

のモータを使用し,そのほかに約3kVAの電力を必要とする｡

3.HITA⊂3010,4010における使用例

口立電子計算機HITAC3010システムでは本装置を2台,HITAC

4010システムでは6台まで接続できる｡これらのシステムにおいて

は,データディスク6枚を1モジュールとして最大24枚ディスクに

ょる4モジュールまで,必要に応じて磁気ディスク記憶装置の記憶

容量を変えて使用することができる｡

本システムにおける磁気ディスク記憶装置H-366形のおもな仕

様は第2表に示すとおりである｡本システムではインタレース方式

を採用しているので記憶容量は最大とならない｡しかし,磁気ディ

クスのいずれのゾーンにおいてもトラック容量と転送速度を一定に

することができるので,システムの構成およぴプログラムの点から

も取り扱いは容易である｡

弟9図には本装置のブロック線図を,弟10図には本装置における

磁気ディスク,磁気ヘッドの配列をH-366-1形を例として示す0

弟10図において0から107までの番号はゾーソアドレスを示して

いる｡外側三つのゾーンにて,同一の磁気ヘッドに2個のゾーンア

ドレスがあるのは,本装置がインタレース方式を取っているからで

ある｡弟4図(B)に示したゾーンアドレスは舞10図L4の磁気デ

ィスクの右側の面を例示したものである｡

Llディスクの右側にほ予備を含めて8個のクロック用磁気へッ

ー44-
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第10図 ヘ
ッ ド 配 列 図

ドがあり,それぞれの信号が二重に記録されている｡これらのクロ

ック用ヘッドほ位匠決めをしない固定磁気ヘッドであり,情報記憶

の制御に使用される｡L4ディスクの左側のTVヘッドは油圧位置

決め装置が正しく所定のトラックに位置決めされたことを確認する

トラック確認用磁気ヘッドである｡TVゾーンにはトラックアドレ

スが記録されており,本装置においては位置決めによって所定のト

ラックアドレス信号が30ms問安定に得られたことによってトラッ

ク選択完了とし,その後に情報の転送を始める｡TVゾーンには全

ディスク中にまれに存在する書込みのできない点や,ノイズの高い

点を有する不良トラックおよぴ,使用中万一の事故で傷をつけて使

登録新案策743391号

ス ク 記 憶 装 置 1919

用不能になったトラックのアドレスがトラックアドレスと併記して

ある｡これらのトラックがプログラムによって選択されたときには

弟9図EC切換が自動的に働き,ECヘッドに切り換えて不良トラッ

クのバックアップを行なう｡

H-366形磁気ディスク記憶装置の磁気ディスク面は,固定磁気ヘ

ッドによるセクタ信号によって10個の扇形の部分に分けられる｡

このセクタ内の1本のトラックに7ビットの文字を160字記憶でき

るので,トラック全問では1,600字(ゾーン3へ･5では3,200字)記憶

できる｡したがって,記憶容量ほ第2表に示すようにきわめて大容

量となり,そのどの部分の情報でも任意にアクセスすることがで

きる｡

本装置はすでに電電公社,日産自動車株式会社,防衛庁などに納

入され日常業務に稼動している｡

ム 結 口

1952年に(アメリカ)NationalBureauofStandardからNotched

DiscMemoryとして磁気ディスク形記憶装置が発表されて以来,近

年急速に大容量外部記憶装置としての磁気げィスク記憶装置が各社

で開発されてきた｡また,最近は小形磁気ディスクを交換できるデ

ィスクパックや,カードマガジンを交換でき■る磁気カード記憶装置

も開発されている｡本文にて紹介したRD-366形磁気ディスク記憶

装置は記憶容量の点からも,呼出時間の点からも現在最高級のもの

である｡本装置は記憶媒体交換式の記憶装掛こない特長を有してお

り,今後長短所を互いに補いながらさらに発展していくものと思う｡

新 案 の 紹 介

発 電 横 の 予 定 出 力 整 定 部 切 換 装 置

プログラム整定器ほ発電所の1時間ごとの予定出力を,あらかじ

め電圧または抵抗値で与えておきその予定出力に相当した電圧と実

出力に相当した電圧を比較し,その大小により発電機の出力を増減

して発電所を予定出力に制御するために使用されるが,この子走出

力ほ時間帯により異なるので1時間ごとに順次切り換える必要があ

り,従来はカムの周囲に24個のマイクロスイッチを配Lて構成した

ため,正確に取り付けることは困難であり,また動rF中のわずかの

ずれも切換時間の不整に大きな影響を及ぼす欠点がある｡

この考案はこの欠点を解決するもので,弟1図ほ切換部で,カム

32は同期電動機5〟より減速ギヤーC′,軸引を介して正確に2時

間に1回転するように装置され,かつ2個のマイクロスイッチ〟A,

凡才βは交互に1時間ごとに1回閉成するよう配置する｡舞2図はリ

レー回路でリレーβり,βッ2,リ レーと開閉を共にする補助接点α1～

α24,α′1一､α′24,開閉相反する補助接点∂1～∂紬マイクロスイッチ牝1,

qMA

∋

臼M｡

32

SM Gr

第1図
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ル㍍の接点椚A,∽βおよびリ レーを起動する手動スイッチq～
〃24,回路スイッチ5Iγより成り,2個のマイクロスイッチ〃A,ル㍍

の交互の開成により付勢されて動作するリ レーは順次リ レー凡･1か

ら凡24へと移ってゆき切換装置5のタップは51から524に順次切

換えられる｡

Lたがってマイクロスイッチは2佃で十分であり,これを正確Fこ

1時間間隔により切換装置Sの切換えを行なうもので,回路構成が

簡単となりマイクロスイッチの取付のずれが切換時間に影管を与え

ない効果を有する｡ (西宮)
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